
様式２

１　働く意欲や態度を高める職業教育の充実

２　人とのよい関係性や社会性を育む指導の充実

３　教職員の専門性や授業力の向上

４　教職員の対応力の向上

５　ＰＴＡ活動の活性化

評価基準　A：十分達成（100％）　B：概ね達成（80％程度）　C：変化の兆し（60％程度）　D：まだ不十分（40％程度）　E：目標・方策の見直（30％以下）

○「さわやかタイム」（月曜日）を実
施。担任外による巡回指導実施。
○挨拶のレベルアップ
○挨拶を評価し合う機会を持つ。

○卒業前の集大成として意欲的に取り
組む生徒の姿を引き出す。
○余裕ある発表時間の確保及び運営役
務の見直し。

○各コースの学習で「共通目標」を授
業で使用する実習日誌に反映させる。
○指導者は実習の振り返り時に、個々
の到達度を生徒に伝え、指導する。

○各学年部と支援部等が連携し、個へ
の指導が必要な生徒に、抽出した指導
を行う。

働く心構えの指導（外部
講師の活用、進路担当者
による指導）（○学年
部、進路部、学科部）

挨拶運動の実施（○学年
部、指導部）

専門教科の授業における
共通目標の徹底（○学科
部、研究部）

○ソーシャルスキルを高める指導法等に
ついて理解し、このことを意識した授業
に取り組む。

○外部講師による講演会を実施。
○定着支援員や進路担当からの話を聞
く機会を持つ。
○ビジネスマナーの実施
○現場実習の反省を基に自分の課題を
明確にし改善に向けて取り組むための
授業を行う。

○簡単に就職先が決まり働き続けられ
ると思っている生徒もいるのが現実で
ある。

中長期目標
（学校ビジョン）

今年度の
重点目標

現状 目標（年度末の目指す姿）評価項目 評価の具体項目 目標達成のための方策
新しい年次的進行による
各コースの決定とその実
施（○学科部）

○基礎基本の確立と意欲の涵養
○社会人としての基礎力向上に向けた授業力の向上
○進路保障と定着支援の充実

平　成　２　９　年　度　　自　己　評　価　表　　

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

○意欲を持って学べるコースを生徒が選
択できる。
○選択時に適正な人数となっている。
○選択の参考となるよう、コースの特徴
が分かるような行事を選択時期までに実
施する。

○１年次の全コース体験を年内にでき
るローテーションを考える。
○専門成果発表会を１２月中に実施す
る。
○２・３年次のコース選択について、
従前の希望調査表の様式を見直す。

○選択方法を学科の枠にとらわれない
自由度の高いものにしている。コース
によっては生徒数がかなり少ないコー
スもあり、３年次の選択時に、コース
学習に支障のない人数が確保できるか
どうか不安である。
○選択時期が全コース体験途中での実
施のために、選択のために情報が揃わ
ないままの希望調査となっている。

１　働く意欲や
態度を高める職
業教育の充実

○生徒が働き続ける上で自分の課題を知
り、改善しようと取り組むことができ
る。

○従前からの課題であるが、各コース
でこの指導が徹底されていない現実が
あった。

○ソーシャルスキルについて職員が理論
的、実践的に研修を行い、日々の授業や
生徒指導の中に生かすことができる。

○生徒会活動や学校行事等において年
間を通じて生徒が活躍する場面が増え
つつある。
○寄宿舎改善のための意見箱に舎生か
ら意見が出されつつある。

○挨拶ができている生徒とできていな
い生徒がいる。いざとなったらできる
という安易に考えていたり、自分に自
信がなく声が出なかったりと様々な生
徒の実態がある。

○教職員対象の研修会を実施する。
○自立活動の個別の支援計画を授業者
全員で共有する会を持つ。

○上手に自分の思いを伝えることがで
きずトラブルになるなど対人スキルに
問題のある生徒が多い。また卒業生の
中にも対人スキルの問題で職場で孤立
しがちな生徒もいる。

○臨床心理士による演習や研修会等を
計画的に実施し、職員が研修できる場
を提供する。（「心の道場開設事業」
として実施）

○６割の生徒が元気よく挨拶をすること
ができる。

○当該学年の共通目標について生徒・職
員が認識し、年度末までに生徒の姿が目
標に到達している。

○各学年部に支援部員を配置し、連携
して指導を行っている。

○ＰＴＡミニ研修・ＰＴＡ通信で様々な
情報発信が行われ、研修参加者が増加し
ている。
○ＰＴＡ行事をとおして保護者交流が進
んでいる。

○実施３年目を迎え、生徒の理解や取
り組み意欲は高まっている。

○１・２年生のコース選択の参考となる
ような発表内容や態度で実施できる。
○落ち着いた環境で準備やリハーサルが
でき、当日の運営も生徒主体で実施でき
る。

○教職員の服務や教育活動について、根
拠となる法令や規約等を確認する習慣が
身につく。

ソーシャルスキルを高め
る指導の充実（○学年
部、研究部、支援部）

個に応じた取り出し指導
の充実（○支援部、学年
部）

授業研究会の実施（○研
究部、教務部、学科部）

○昨年度、対応力研修の実施、日常的
なコンプライアンスに関する情報提供
などにより、法令等の共通理解や実践
的な対応力についての理解が進んだ。
継続した取組を行うことで対応力を向
上させる必要がある。

｢成果発表会」の充実実施
（学科部）

○昨年度の琴の浦検証プロジェクトよ
り、生徒のソーシャルスキルに課題が
あることが明らかになっており、早急
な対応が必要である。

臨床心理士による講義・
演習の実施（○研究部、
学年部）

初任研等を有効に活用し
た自主研修の奨励（○研
究部）

○全職員が、自分に必要な研修を選択し
て受講することができる。

○生徒会活動で、企画や運営、司会進行
等ができるようにする。

○舎生が部屋会や意見箱を通して、自分
たちの生活をより良くするために建設的
な意見を出すことができる。

○生徒一人一人の役割を明確にし、見
通しを持って活動できるように事前の
打ち合わせや準備等の時間を確保す
る。
○部屋会に参加する時の支援のポイン
トについて寄宿舎指導員全員で共通認
識する。

○専門教科及び職業自立の授業を公開
し、育てる力の共通理解を図る。
○職員の専門性の向上を図るため職業
教育及び発達障がいについての研修会
を行う。

自治活動（生徒会活動・
寄宿舎自治活動）の活性
化（○指導部、学年部、
寮務部）

４　教職員の対
応力の向上

○担任や学年団、寄宿舎とスムーズに情
報共有し、的確に個別指導ができてい
る。

３　教職員の専
門性や授業力の
向上

○昨年度の琴の浦検証プロジェクトに
より職業学科では働く心構えを培うた
めに共通目標を持って取り組むこと、
また、生徒にソーシャルスキルの力が
培われていないことも確認した。

○生徒一人一人の実態やニーズを総合的
多面的に捉え、チームアプローチによる
指導と支援をPDCAサイクルにて行い充実
した職業教育を実践する。

○ＰＴＡ活動への参加率が徐々に減少
してきている一方で、進路や卒業後に
向けての情報が少なく不安を感じてい
るという保護者の声もある。
○就労の定着や卒業後の生活の充実の
ためには、今以上に保護者に対する情
報発信が必要である。

５　ＰＴＡ活動
の活性化 保護者研修会等の企画・

開催（総務部、進路部、
支援部）

２　人とのよい
関係性や社会性
を育む指導の充
実

様々な法令・規約等の共
通理解（総務部）

○研修内容について学校からも積極的
な提案をし、研修内容を工夫する。

○ニーズ把握のための保護者アンケー
トを実施する。
○アンケート結果や日々の保護者の声
をできるだけ活かした活動を設定す
る。

○初任者研修等、様々な研修会の情報
をできるだけ早く職員に提供する。

対応力研修・コンプライ
アンス研修の実施（総務
部）

○全職員が、学校現場における様々な事
例を理解し、対応力研修等を活かして、
的確な対応を心がけることができる。

○年間３回の対応力研修で、実践的な
演習を行う。
○コンプライアンスに関するミニ研修
を定期的に行い、情報提供を行う。

○昨年度より、初任者研修の一般研修
に希望の職員も参加できるようにし、
個々の職員にとって必要な研修が効果
的に受けられるようにしているところ
である。

保護者のニーズの把握
（総務部）

○職員朝礼や終礼などを利用し、法
令・規約などについての共通理解を行
う。

○保護者のニーズを把握した上でＰＴＡ
活動を工夫し、保護者の満足度が向上し
ている。


